
，
菊
集
当
間
高
原
リ
ゾ

　
累
蓼
み
減
量
化
脇
力
店
制
度
　
　
　
8
・
9

　
　
驚
新
じ
騨
民
生
・
驚
董
委
員
　
　
　
田
・
H

　
　
聚
叢
ち
づ
嚢
鱗
鎌
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　
　
陀
・
B

　
　
　
罵
市
民
の
熊
ー
繋
　
　
　
田
・
馬

　
　
　
累
お
知
墜
慧
　
　
　
総
・
四

報
濠
叢

蒔
轍

ー
k
『

“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘響醗懸懸覇盤灘脳撒響　．・
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騰
騒
麟
瀦
齢
懸
よ
い
よ
来
．
年
オ
ー
ブ
ン
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濠

　　霧　麩
謙

、総

『
灘
、

礁》聯

論麟羅騨鰐議灘鱗罫　 酬

　輯贈麟灘燃騨・ら

　　幟　　徽　鰍禰嚢

灘、

羅獅

難
柵
鴇

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
出
発
は
、
民

間
活
力
に
よ
り
地
域
振
興
と
内
需
拡
大

を
ね
ら
っ
た
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法

（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
」
が
、
昭
和
62
年
6
月

に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
し
た
。

翌
6
3
年
1
2
月
に
は
、
国
か
ら
地
域
指
定

を
受
け
ま
し
た
．

　
あ
れ
か
ら
8
年
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
な

ど
大
き
な
波
風
を
受
け
な
が
ら
も
、
母

な
る
大
地
（
珠
川
台
地
）
に
宿
っ
た
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
（
美
し
き
ふ
る
さ
と
）
は
、

い
よ
い
よ
来
年
1
0
月
に
産
声
を
上
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
の
た
め
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
企
業
は
、
市
民
は
、
こ
の

リ
ゾ
ー
ト
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
る
組
織
と
し
て
、
「
あ
て
ま

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
は
、
い
よ
い
よ
形
と
し

て
見
え
て
き
た
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と

「
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
活
動
内
容

を
お
伝
え
し
ま
す
。



3紹介します
　　　　　　　　　　　　灘灘麟

　　　　　　　　　　　　　　　　磁呂
　　　　騨漁

鐸

　　　　　　　　　　　　　　蝶

業灘響養、驚麟

冬のベルナティオ

　雪もまたベルナティオの楽しみ。広大な雪原を舞台に、スノ

ーモービルコースやスノーハイキング（歩くスキー）コースが

配置されます。またホテルの前には、日本で初めての本格的な

スノーチュービングコースなど、ファミリー向けの雪の広場が

設置されます。

　「ベルナティオ」とは、イタリ

ア語の「美しき故郷（Bel　Paese

Natio）」から生まれた名前です。

十日町市が、北イタリアのコモ市

と姉妹都市の関係にあることから

名付けられました。

　現在、十日町・コモ姉妹都市交

流協会を通じ、ベルナティオのシ

ンボルマークを作成中です。

　ガ　テニスガーデン（イメージ）

　
　
　
　
磐

嚢
灘．’

醗i無

謙戯選轄ス（翻一甥

夏のベルナティオ

“
　
・
蕊

妥オーラ公セジ劣轡（完成羅繋盤薫）

当間高原の美しい大自然をフィールド

様々なスポーツが楽しめます。18ホ

　　ゴルフ場、全天候のテニスコート

　　ニコート10面）や天然芝のパター

　　場、多目的グラウンド、さらに湖

　　ステージ、フラワーガーデンのあ

　　トラルパークなど、ベルナティオ

　　太陽でいっぱいです。

2



・
灘

。
進

馨
鰐
竃

鰹
塾
羽

灘
設

欝
建

、
顯
薯

翻轟

蟹

籔
灘

欝　灘
　繊

で＼

多彩なホテルの客室

　ホテルの客室はツインルーム、フ

ァミリールーム、フレンズルーム、

コテージなど多彩です。家族やグル

ープ、スポーツや研修など、訪れる

お客様の人数や目的に合わせて利用

できます。地域の風土と文化に合っ

た、自然なインテリアデザインが特

徴です。

フォーラムセンター

　セントラルレイタに面して立つフ

ォーラムセンターは、スポーツと文

化活動の基地となります。温泉施設

や室内プール、そして軽スポーツも

楽しめるホールは、小劇場、講演会

や演奏会にも利用できます。そして、

会議や工芸などに利用できる多目的

ルーム、ラウンジも備え、ベルナテ

ィオの交流の拠点にもなります。

一
孝

　　　　　　　　　　　　魑鰯詰壺轟轟羅覇壷躍難墾鯵鐘

ホテルベルナティオ

　ベルナティオの中核となるホテルは「自然との共生」

をテーマに、地形になじんだ低層の建物となります。

カジュアルレストランと郷土料理、宴会や研修にも対

応できる施設、そして露天風呂付の大浴場「あてま温

泉」、カラオケルームなどがあります。

鵜

3



①花いつばいの
　　　　　　　リゾー一ト

■フラワーガーデン

　春から秋にかけて、花の絶えな

い大面積の花壇です。広大な芝生

広場の中心に広がる、いわば大地

のタペストリーです。

■花だいら

　菜の花、ジャーマンアイリス、

コスモスなどがその季節になると、

私たちの視界レ締ぱいに群生しま

す。開花期に合わせて、市民参加

の催し物も開催されます。

■花の谷

　ハイキングがてら家族連れやグ

ループで、池や樹木に囲まれた自

然の中、菜の花、ジャーマンアイ

リス、コスモスの群生を楽しむこ

とができます。

＠忘れていた心を
　　想い出すリゾー一ト

■フィッシング

　四季折々の自然の中で、リゾー

トに点在する湖水で、魚と知恵比

べを楽しむ。釣り具の貸し出しも

あります。

■カブト虫の林

　枯れ本を積んだり、落葉を集め

たりする鞍どじで、カプト璽がご

く自然に発生しや撃い環擁を整え

てありま童。

　子供たちが自然の中でカブド虫

を発見し、採集することを楽しむ

ことができます。

■きのこの林

　原木が地面に伏せ込んであり、

自然の中を歩きながらキノコを探

せる林です。インストラクター付

きの「キノコ狩りツアー」も企画

されます。

③自然と一体となる
　　　　　　　リゾート

■いのちの水辺

　ガマ、ヨシ、ミズバショウなど

の生える水辺の空間を散策。当間

全体に及ぶ、多様な野性生物の生

息できる空閲．（ヱコト勧プ）との

最初の患会いの揚磐演βます。

■緑の回廊．

　小動物がリゾー㎏敷坤内を動き

回れることに酉騨』塑もの違

人間にとっ憂む、自然観察の小道
として楽しめま㌃鍵妻l！

■森の散策道

　散策道を歩きながら植物や動物

の種類、生態などを楽しく見て回

る、いわば青空の下の博物館です。

■天文台

　観測用ドームと大型望遠鏡を中

心に、数々の小型望遠鏡も備え、

インストラクターの解説で、親子

で星空を楽しめる施設です。

○

　鰯
）れ陽の林ノ唇爺　　　　　　　　　器

　　　麟鱒、鱒
のちの水辺々

施イ，醐副瀞

セントラルレイク

＼　　　　　　慰愚懸愚β

＼
　　＼
　　　　＼＼　　R隔
　　　レ　＼　　　　　　　＼　　～

　、譲1・硲　　　’＼＼
謎婁　　　　　　　　　＼

〆　　　一　＼＼
　　　　　　　　　　＼＼

㈱　　襲薩

鵠

⑳
曳黛・

　　　　鰺

フラワーガーデジ

o多目的グランド

碁

”2

　　フォーよラムセンター
　　　　＼、　＼
　　　レイクシ、アター

慾憂／／
　　　　　　、／
　　　　　－／　　　　　／■

4
＼

　
　
ぺ

＼

　　9　☆

。☆　糞。

窮

、　　o

然

　　☆
　o

☆。
嚢縦

漆　1

　
　
り

　
伊
麟
匙

糊
　
。
載
雛

幽
曝
繋
灘

羅
，
聾
鎌

　
難
鍵
　
凸

　
　
　
・
藩
［
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美しいふるさと
一アイ 一

』

美しいふるさと

　ベルナティオの実現

美

な
つ
か
し
む

然自

①花いっぱいの
　　　　　　リゾート

㊧忘れていた轟を

　　想い出ずリゾート

③自然と一体となる

　　　　　　リゾート

花だいらの菜の花　5月
（花だいらのコスモス　9～

また訪れたいリゾート

誰かを誘いたいリゾート

市民もリゾート客も

　　　　　　共に楽しむ

0

o
●

￥　　　＼

螢まれてきました。

　訪れる人に「美じいふるさと」

を実感じていただくために、豊か

な自然に囲まれ、花いっぱいで幼

年時代の思縢出にひたることので

きる、叢日町市の風土を生かじた、

いリソートとなるよう考えていま

す。そして市民と来訪客がともに

「美じいぶるさと」を実感じ、楽

しめる場が実現されます。’

　　　　　　4

　　　　ノ　　ト’
　　　　／

　　　　1

　　　　＼1

＼

5



｝
l

釧l l麟

　
『
風
の
人
、
土
の
人
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
群
れ
て
も
駄
目
な
の
で
す
。

風
と
土
で
風
土
に
な
る
の
で
す
。
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
土
の
人
、
外
か
ら
吹

き
込
む
風
の
人
の
調
和
が
大
切
で
す
』

　
　
つ

　
こ
れ
は
、
岩
手
県
岩
泉
町
で
ム
ギ
ワ
ラ
ギ
ク
栽
培
か
ら
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
「
ア
ト
リ
エ
野
の
は
な
」
の
代
表
で
あ
る
坂
本
ゆ
り
さ
ん

が
、
先
般
十
日
町
市
を
訪
れ
た
際
に
語
っ
た
言
葉
で
す
。

な
ん
て
印
象
的
で
意
味
深
い
言
葉
で
し
ょ
う
。
『
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
も
リ

ゾ
ー
ト
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
を
考
え
な
が
ら
、
地
域
に
、
そ
し
て
私
た
ち
の

心
に
『
新
し
い
風
』
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

カ、ら7オーラム』

　
　
　
　
　
　
に
ぎ

　
『
よ
り
魅
力
的
な
、
賑
わ
い
の
あ
る

リ
ゾ
ー
ト
創
出
』
を
目
指
し
て
、
「
あ
て

ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
今
年
5
月
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

「
あ
て
ま
」
と
い
う
新
た
な
リ
ゾ
ー
ト

の
舞
台
で
、
「
地
域
資
源
」
と
い
う
材
料
を

仲
介
に
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
客
と
私
た
ち

地
域
住
民
が
積
極
的
に
「
交
流
」
し
合

う
こ
と
が
、
魅
力
的
で
、
賑
わ
い
の
あ

る
リ
ゾ
ー
ト
そ
し
て
十
日
町
市
、
妻
有

地
域
に
結
び
つ
く
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
1
6
人
の
個
性
あ
る
運
営
委

員
が
月
2
回
定
例
的
に
集
ま
り
、
あ
て

ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
位
置
付
け
の
相
互
理

解
を
深
め
、
活
動
の
基
本
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
案
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
骨
格
案
と
い
う
段
階
で
す
が
、

紹
介
し
ま
す
．

地
域
間
交
流
企
画
案

　
　
　
　
　
　
り

具
体
的
な
活
動
の
展
開
に
は
、
先
進

　　　　　　　ドあてまフ搾一一ラム撫嚢則

1　目　　　的
　　このフォーラムは、「地域住民と来訪客が気軽に集い、地域の自然、歴史、

　文化、ひとと接する場」として、様々な活動を通じて「地域住民の力で、

　より魅力的な、賑わいのあるリゾートを創り出していく」ことを目的とし

　ます。

2　組　　　織
　　このフォーラムの目的を達成するために、次の組織、機関等を設けます。

　（1）代　表このフォーラムを、代表します。

　（2）運営委員会　前記の代表と次の運営委員、事務局で構成し、このフォ

　　ーラムの活動の全体方針、中長期ビジョン、年次活動計画、予算を決定

　　します。

　必要に応じて、テーマごとに分科会を設けることができるものとします。

　①　運営委員　このフォーラムの目的について共通認識と理解を持ち、

　　フォーラム活動の企画を行い、その運営に当たります。また、メンバ

　　ーが立案した企画を効果的に実施するための支援を行います。

　　　任期は2年間とし、再任は妨げません。

　②事務局このフォーラムのネットワークの維持管理、活動のPR、

　　会計、その他事務局機能を行います。

　（3）メンバー　このフォーラムの目的に賛同し、活動の企画を持った団体、

　　組織、個人とします。自らの企画を運営委員に提案し、実施が決定した

　　企画を主催します。また、運営委員の企画実施に参加します。

　（4）顧　問このフォーラムに意見を頂くため、必要に応じて置くこと

　　ができるものとします。

　（5）監　　事　このフォーラムの会計を、監査します。

3事　　業
　　このフォーラムは、目的を達成するため次のことを行います。

　（1）．ネットワークの構築・整備、情報提供

　（2）イベントの開催

　（3）プログラムの実施

　（4）研究・開発の推進

　（5）その他目的達成に必要なこと

4活動資金
　　毎年度、運営委員会で資金計画を立て、自己調達したものをもって、こ

　　のフォーラムの活動のための資金とします。

事
例
を
学
び
な
が
ら
、
新
た
な
人
、
グ

ル
ー
プ
、
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
が
ま
ず
必
要
と
考
え
、
全
国
の
成
功

事
例
を
生
で
学
ぶ
機
会
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

●
坂
本
ゆ
り
さ
ん
を
囲
ん
で

　
1
1
月
2
2
日
㈱
・
2
3
日
㈲
の
両
日
に
か

　
け
て
、
「
ア
ト
リ
エ
野
の
は
な
」
の
坂

　
本
さ
ん
を
招
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
と
ド

　
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
づ
く
り
講
習
会
を
開

　
催
し
ま
し
た
．

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
鹿
島
と
ガ
タ
リ
ン
ピ
ツ

　
ク

12

月
9
日
dD
、
佐
賀
県
鹿
島
市
の
地

域
振
興
仕
掛
人
4
人
を
招
き
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
三
島
ゆ
う
す
い
会
を
迎
え
て

12

月
1
6
日
ω
に
は
、
静
岡
県
三
島
市

の
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
と
河
川
環
境

整
備
活
動
に
つ
い
て
、
事
例
研
究
を

行
い
ま
す
．

●
熊
本
県
小
国
町
と
大
分
県
湯
布
院
町

来
年
3
月
に
は
、
小
国
町
の
「
悠
木

の
里
づ
く
り
」
、
湯
布
院
町
の
「
映
画

祭
・
音
楽
祭
」
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

坂本さん指導のドライフラワーづくり講習会（I　l月23日、あてま塾）
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、

『あτa

イ
ベ
ン
ト
企
画
案

　
雪
、
花
、
音
を
テ
ー
マ
に
す
る
。
毎

年
恒
例
化
し
て
い
く
。
周
辺
の
イ
ベ
ン

ト
と
重
複
し
な
い
時
期
を
設
定
す
る
。

な
ど
の
基
本
方
針
を
も
と
に
企
画
し
て

い
ま
す
。

●
春
待
ち
フ
エ
ス
タ

　
広
大
な
雪
原
で
の
ゲ
ー
ム
や
遊
び
を

．
中
心
と
し
た
冬
ま
つ
り
。

●
ア
イ
リ
ス
祭
り

　
特
徴
的
と
な
っ
た
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ

　
リ
ス
な
ど
の
観
賞
を
中
心
と
し
た
花

　
ま
つ
り
．

●
サ
マ
層
カ
ー
＝
八
ル

野
外
劇
場
な
ど
を
舞
台
に
し
た
音
楽

　
の
連
続
開
催
を
中
心
と
し
た
夏
ま
つ

　
り
。プ

ロ
グ
ラ
ム
企
画
案

妻
有
地
域
の
良
さ
を
来
訪
客
が
感
じ

あ
な
た
が
主
役
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

　
新
し
い
風
を
起
こ
す
作
業
は
、
大
勢

の
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
団
体
が
参
加
す

る
こ
と
で
弾
み
が
つ
き
ま
す
。

　
現
在
の
運
営
委
員
は
そ
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
手
探
り
状
態
で
始
め
て
い
る

の
で
す
．

　
こ
の
地
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

ま
ま
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
。
リ
ゾ

ー
ト
の
舞
台
を
私
な
ら
こ
う
使
う
。

　
そ
ん
な
あ
な
た
、
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ

ム
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
ご
意
見
、
参
画
希
望
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
最
寄
り
の
運
営
委
員
、
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

取
り
、
繰
り
返
し
訪
れ
て
も
ら
う
た
め

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
を
包

む
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
考
え
、
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
あ
　
　
　
て
　
　
　
ま

●
A
T
E
M
A
自
然
ス
ク
ー
ル
の
開
催

　
受
講
生
を
募
集
し
、
自
然
系
、
歴
史
・

　
民
族
系
な
ど
の
様
々
な
素
材
を
活
用

　　ゼお℃まフ搾一一ラム雲運営嚢翼会

区分　　氏名　　　　所属団体等　　　　住所
代　表　梅田健次郎　㈱当間高原リゾ＿卜社長　　　水　　沢

　　　　　　　　　　　　　　　　　（あてま塾）
運営委員熊木寿一クロス10勤務　　　　　　稲荷町2

　　　越村伸弥謀羅織物工業協同組合財政中町

　　　小林弘樹暑阜響力書敏撫総春日町1

　　　近藤元轟藤葎饗同組合総務部原虹

　　　高野哲次藷蜷難嘉霧　馬場1

　　　．高橋由美子慕聾言欝赫員加賀糸屋町

　　　富井武彦翻灘羅りかい）　馬場2

　　　南雲敏夫羅早縫蒲藩観察川聾敷

　　　庭野茂美幕議禦嘩聾1昆高田町1

　　　樋・利明旱譲議会会員　　上町

　　　保坂友成十日町商工会議所経営指導員南鐙坂

　　　　　　　青年会議所副理事長
　　　宮沢秀行宮沢建設㈱常務　　　　　土市3
　　　　　　　石彫シンポ企画運営委員
　　　宮沢政枝小黒沢栗組合、主婦、農業　小黒沢
　　　宮沢しずい　小黒沢栗組合、主婦、農業　　小黒沢

　　　村山政文套驚濃議農部会副部山本町2

　　　渡辺孝一螺繕黎議獺組合青年山本町4

監事馬場良朗十日町市収入役　　 河内町

　　　近藤哲雄十日町商工会議所専務　　上新田
事務局　地域開発室暦57－3111（内線261）室長　関口弘治

　　　　　　地域開発係村山　潤　柳　恭子
　　　　　　用地対策係上村良一　　高橋勝芳

ス
町
長
業
る
町
管
沢
建
町
員
会
建
町
員
ズ
会
雪
会
町
会
建
シ
沢
沢
き
村
町
長
町
町
31
発
策
ト
マ

　
日
係
営
て
日
画
水
野
日
芸
墾
和
日
導

ク
十
課
自
育
十
企
元
高
十
学
新
昭
十
指
ジ
市
日
市
十
青
宮
石
小

　
彦
久

　
和
知

　
乗
田

　
高
岡

　
　
理

　
佐
代

　
補
長

89

一
課

ア
5
ヤ

一
ジ

52

｝

盈
ネ

」
ト

ソ
ク

リ
エ

原
ジ

高
口

間
プ

当㈱

　
し
た
小
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
年
1
2
回
程

度
開
催
し
ま
す
．

　
例
え
ば
、
木
の
実
、
ホ
タ
ル
、
鳥
、

　
星
、
雪
等
の
自
然
観
察
会
、
山
菜
の

　
探
取
と
料
理
体
験
、
農
業
体
験
、
民

　
具
づ
く
り
、
小
正
月
体
験
、
着
物
パ

　
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

●
A
T
E
M
A
自
然
ノ
ー
ト
の
制
作

あ
て
ま
の
自
然
を
解
説
・
紹
介
す
る

　
冊
子
を
制
作
し
、
ス
ク
ー
ル
で
使
用

し
た
り
、
頒
布
に
も
対
応
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
骨
格
案
は
、
今
後
様
々
な

角
度
か
ら
練
り
直
し
、
肉
付
け
を
し
て

実
施
計
画
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
こ
れ
ら
企
画
の
提
案
・
実

行
な
ど
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

図
り
な
が
ら
、
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

存
在
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
．

7
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近
い
う
ち
に
行
い
ま
す

ご
み
減
量
化
協
力
店
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調査対象　平成7年度の市政事務嘱託員270人と各

　　　　　行政区（270町内）から1人ずつを調査者

　　　　　としてお願いしました。

調査方法　郵送による回答

調査期間平成7年9月11日～21臼
回収数473／540人（87．6％）

20歳代 30 40 50 60 70 計1割合）

男性 0 10 45 53 56 6 170人（36％）

女性 7 40 98 97 60 1 303人（64％）

計 7 50 143 150 116 7 473人（100％）

8

　
市
で
は
、
平
成
6
年
7
月
か
ら
「
指
定
袋
の
導
入
」
「
持
ち
込
み

ご
み
の
有
料
化
」
、
さ
ら
に
今
年
4
月
か
ら
は
「
資
源
ご
み
の
分
別

収
集
」
を
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
行
い
、
効
果
を
上
げ
て
き
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
一
層
の
ご
み
減
量
化
を
進
め
る
方
策
と
し
て
、
新
た
に

「
ご
み
減
量
化
協
力
店
」
制
度
の
導
入
に
取
り
組
も
う
と
、
こ
の

た
び
『
ご
み
減
量
化
協
力
店
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
行

い
ま
し
た
。
結
果
は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
度
中
に
制
度
を
設
け
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
「
ご
み
減
量
懇
談
会
」
で
話

し
合
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
県
内
で
は
新
潟
市
が
実
施
し
，
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度

は
登
録
し
た
協
力
店
か
ら
①
商
品
の
簡
易
包
装
②
買
物
袋
持
参
の

奨
励
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。
今
後
、
大
型
店
や

一
般
商
店
を
対
象
に
登
録
の
呼
び
か
け
を
行
う
予
定
で
す
。
実
施

の
際
に
は
、
消
費
者
と
な
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

翌

【問】ごみの減量化やリサイクルの必要が高まっています

　が、それらに関心がありますか。

関心がない0．4％
／　　男性1
　　　女性1

、　計2人

い葱い
　
　
　
人

昌
％
2
2
3
0
52

ら
0
生
生

あ
丘
矧
刻
計

割　　関心がある
　　　　88．6％

男性147

女性272

計璽9人

　回答者473人中419人（88．6％）の人が「関心がある」と、

ごみ減量化に対する意識の高いことがうかがえます。この

高い率は、指定袋の導入、持ち込みごみの有料化、資源ご

みの分別収集によるものと考えられます。

【問】商品の簡易包装や買物袋（スーパーバック）持参な

　どを奨励する「ごみ減量化協力店」制度の導入を検討

　しています。このことについて、あなたのお考えをお

　聞かせください。
　　　　　　　必要ない2．3％　　　　巳（紬，7。／その他1．7％

　男性3
　女性5

　計8人

吻乞
　
　
人

　
　
　
　

￥
6
5
1

し
生
生

舞
刻
計

　　ごみ減量化の

　　意識を高める

　　ために協力店

　　制度は必要で

　　ある
　　　　77．6％

男性141

女性226

計367人　　ノ

無回答4．9％　己1

講，訴
どちらともいえない

男性18　　13．5％
女性46

計64人

367人（77．6％）が「必要である」と、協力店制度に対す

る関心度の高さがうかがえます。

物をする時、買物袋（スーパーバック）

ますか。

参している　　　　＿＿＿、、．．

％
　
　
人

6
2
1
3

色
生
生

答
馴
刻
計

範

持参していない

　　7！．0％

男性133

女性203

計336人

【問】あなたは買物1

　を持参していま一

　　　　　常に持参し
　　　　　5．7％
　　　　　男性4
　　　　　女性23
　　　　　　計27人

／鷺灘＼

　　22。6％

男性31女性76

計10ア人〆

　「常に持参」「時々持参」に計134人（28．3％）が回答。

うち男性が35人（20．6％）、女性が99人（32．7％）と女性の

方が高い率になっています。



1，900㌧、約3，800万円分の

　　　　4－10月　　こみ減量化
　昨年7月から始めた「指定袋の導入」「持ち込みご

みの有料化」、今年4月からの「資源ごみの分別収集」

は、ごみの減量化、資源の再利用化に大いに効果を

上げています。

　収集ごみについては、今年4月から10月までの7

カ月間の状況を昨年と比べてみました。燃えるごみ、

燃えないごみを合わせて1，901ト．減ったことになりま

す。平成6年度の処理経費が1㌧当たり2万円です

から約3，800万円の節減となります。

　また、資源ごみは同期間で紙類、鉄・アルミ類を

合わせて614㌧が回収され、率にしてごみ総排出量10，

603ト．のうち5．8％が再資源化されたことになります。

1，0002，000 3，0004，000 5，0006，0007，000 8，000t

燃える 7，573セ 6年4月～10

ごみ 6，707t ：7年4月～10

　↑

△866t （1L4％

燃えない 4，31澱

ごみ 3，282t 1←△1，035t（24％）

資源ごみ 紙類417t 鉄・アルミ類197t　計614t

　　快適な：環境に

　　　　し尿処理場整備工事
　十日町市川西町衛生施設組合では、現在のし尿処

理場（昭和39年建設、52年一部増設）の施設が老朽

化していることから、施設整備工事を進めます。今

月22日働に起工式を行い、完成は平成8年12月末の
予定です。

　総事業費は4億5，100万円。52年増設部分の施設を

主体に整備を進め、既存設備を更新します。

　今回の整備工事により、施設から発生する臭気が

減少し、また放流水も良質となり、し尿処理場周辺

の環境も改善されることになります。

　なお、整備工事の計画にあたり西部地区振興会は

じめ関係者の皆さんより、「この際、施設を移転して

いただきたい」との陳情がありましたが、検討の結

果、平常業務を行いながらの、既存施設の有効利用

と各種設備の更新による整備工事とすることになり

ました。

■工事概要

　①公共下水道の普及により、減少した処理量に合

う処理施設（処理能力90罵／日から65k尼に）とし、

経済的な効果を上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　かせい　②脱臭設備の更新　　アルカリ、苛性ソーダ等を

使用しての薬品脱臭を行う設備に変え、脱臭効果を

上げます。

　③汚泥脱水設備の更新　　脱水機を更新します。

　④放流設備の更新一放流水の消毒を液体塩素か

ら次亜塩素酸ソーダ消毒の設備に変え、放流水を良

1質にします。

9

【問】「常に持参」「時々持参」と答えた方にお聞きします

　が、どのような理由でしょうか。

　　　　　その他
　　　　　i3．4％
　　　　　男性2女牲16

　　　　　　誰8人
スタンフ。などの

サービスを受けるため20．1％

　　男性3　女性24
　　　計27人

無回答4．5％

　男性2
　女性4

　計6人

ごみ減量化に
協力するため

　62．0％
男性21
女性62

計83人

134人中83人（62％）が「ごみ減量化に協力」と、ここで

も関心の高いことがうかがえます。

【問】「ごみ減量化協力店」が簡易包装などに取り組む場合、

　どの程度の内容を望みますか。2つまで答えてくださ
　い（複数回答）。

要望のある場合だけ
包装

買物袋の持参を奨励
するためのスタンプ
などのサービス

商品の一部を覆う程
度の包装

買上げシールを貼る
だけ

買物袋の有料化

その他

305件
（64．5％）

男性131
女性174

184件
（38．9％）

男性75
女性109

131件
（27．7％）

男性58
女性73

85件
（20．0％）

男性37
女性48

58件　　　男性27
（12．3％）女性31

27件　　男性　5
（5．7％）女性22

　「要望のある場合だけ」が305件（64．5％）、次いで「買

物袋の持参を奨励するためのスタンプサービス」「商品の一

部を覆う」の順になっています。

【問】資源の再利用のために「ごみ減量化協力店」で、ど

　んな晶物を店頭回収してもらいたいと思いますか（複

　数回答）。

トレー

牛乳パック

その他

288件
（60．9％）

285件
（60．3％）

男性32
女性50

82件
（17．3％）

男性116
女性172

男性119
女性166

　日常なじみの「牛乳パック」「トレー」とも60％を超えて

います。

鵜 i



／，淵鰍

78人の地域福祉のコーディネーター

コ貝さん審寛
新しい

任期は平成10年11月30日まで

　
厚
生
省
で
は
、
1
2
月
1
日
付
け
で
民

生
・
児
童
委
員
を
改
選
し
、
新
し
い
委

員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
今
回
は
受
け
持

ち
世
帯
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
担
当
区

域
の
見
直
し
に
よ
り
2
人
増
員
し
7
8
人

と
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
1
0
年
n
月

30

日
ま
で
の
3
年
間
で
、
地
域
福
祉
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
相
談
役
）
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
を
厚
生
省
に
推
薦
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
方
針

に
基
づ
き
ま
し
た
。

①
区
域
内
で
の
調
整
を
基
本
に
、
名
誉

　
職
的
な
人
で
な
く
区
域
の
コ
ー
デ
ィ

　
ネ
ー
タ
ー
的
な
人
を
選
び
ま
し
た
。

②
多
様
化
し
て
い
る
福
祉
二
ー
ズ
に
応

十
日
町
地
区
　
　
21
人

※
担
当
者
名
（
町
内
智
）
…
担
当
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

本
田
雅
子
（
本
町
1
上
盈
5

2
1
2
3
5

　
8
）
…
本
町
1
上
・
1
下
、
，
本
町
東

　
1
・
西
1
、
本
町
2

矢
ロ
シ
ン
（
学
校
町
2
智
5
7
1
4
0
9

　
2
）
…
宮
下
町
東
・
西
、
諏
訪
町
、
学

校
町
2

関
口
英
夫
（
本
町
4
暦
5
7
1
3
8
2
8
）

　
…
本
町
3
・
4
・
5
、
稲
荷
町
1

根
津
正
信
（
本
町
6
1
1
暦
5

2
1
3
4

　
0
5
）
…
本
町
6
－
1
・
6
－
2
・

　
6
－
3

田
村
　
佳
（
昭
和
町
1
智
5

2
1
3
2
3

　
2
）
…
袋
町
東
・
中
・
西
、
昭
和
町
1

　
え
る
た
め
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
理

　
解
と
熱
意
が
あ
り
、
経
験
豊
富
で
区

　
域
の
実
情
に
通
じ
積
極
的
に
活
動
で

　
き
る
人
を
選
び
ま
し
た
。

③
現
在
進
め
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
の
ま

　
ち
づ
く
り
事
業
」
の
福
祉
協
力
員
と

　
連
携
し
た
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

　
り
等
へ
の
見
守
り
・
声
か
け
・
安
否

　
確
認
や
、
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
の
充
実
等
、
区
域
内
で
の
助
け
合
い

　
活
動
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
た
め
、

　
女
性
の
民
生
・
児
童
委
員
の
割
合
に

　
配
慮
し
ま
し
た
．

④
国
・
県
の
方
針
に
基
づ
き
、
新
任
の

　
委
員
は
6
5
歳
以
下
、
再
任
の
委
員
は

　
7
5
歳
未
満
の
人
を
選
び
ま
し
た
。

後
藤
和
子
（
高
田
町
2
暦
5
7
1
1
5
9

　
0
）
…
高
田
町
1
・
2
、
栄
町
、
昭

　
和
町
2

樋
ロ
靖
（
高
田
町
3
西
盈
5
7
1
3
2

　
2
6
）
…
高
田
町
3
西
・
3
南

柳
フ
ミ
子
（
高
田
町
3
東
盈
5

2
1
2
7

　
6
8
）
…
泉
町
、
高
田
町
3
東
、
丸

　
山
町

中
林
辰
男
（
西
寺
町
盈
5
7
1
4
4
2
8
）

　
…
昭
和
町
3
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、

　
加
賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町

目
黒
リ
エ
（
駅
通
り
暦
52
1
2
2
0
5
）

　
…
昭
和
町
4
、
駅
通
り
、
西
浦
町
東
・

　
西

金
子
芳
夫
（
稲
荷
町
3
本
通
り
智
5
7
1

　
4
8
3
3
）
…
稲
荷
町
2
・
3
東
・

　
3
本
通
り
・
3
南
・
3
北

今
井
洋
子
（
稲
荷
町
西
智
5
7
1
2
5
1

　
6
）
…
稲
荷
町
西
、
西
本
町
1
・
2

柳
準
一
郎
（
下
川
原
町
智
52
－
3
4
6

　
4
）
…
西
本
町
3
、
八
幡
田
町
、
下

　
川
原
町

渡
辺
幸
麿
（
神
明
町
智
52
－
2
5
0

　
2
）
…
神
明
町
、
水
野
町
、
学
校
町

　
1
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
・
西

庭
野
　
勇
（
田
中
町
本
通
り
盈
5

2
1
2

　
5
5
7
）
…
田
中
町
本
通
り
、
川
原

　
町
、
上
川
町

西
野
幸
雄
（
田
川
町
3
智
5
7
1
8
3
3

　
9
）
…
田
川
町
1
・
2
・
3

佐
藤
孝
子
（
島
盈
52
1
2
0
5
4
）
…

　
千
代
田
町
、
稲
荷
町
4
、
島

庭
野
忠
郎
（
赤
倉
費
5
7
－
9
3
4
7
）

　
…
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、
菅
沼
、
大

　
池
、
赤
倉

越
村
輝
夫
（
新
座
1
暦
5
7
1
2
8
3

　
2
）
…
新
座
1
・
2

高
橋
＝
一
五
郎
（
新
座
4
1
1
暦
5
2
－
3

　
9
5
1
）
…
新
座
3
・
4
1
1
・
4

　
i
∩
乙

庭
野
一
義
（
本
町
7
1
2
盈
5
7
1
4
6

　
5
7
）
…
本
町
7
1
1
・
7
1
2
、

　
三
和
町

中
条
地
区
　
　
1
2
人

小
堺
　
勝
（
南
新
田
町
3
智
5
7
1
3
8

　
0
4
）
…
南
新
田
町
1
・
2
・
3

芦
田
悦
子
（
四
日
町
新
田
3
盈
5
7
1
0

　
0
5
5
）
…
四
日
町
新
田
1
・
2
・

　
つ
」
　
・
　
4

田
村
マ
サ
子
（
四
日
町
2
暦
5
7
1
8
0

一
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

　
7
8
人
の
民
生
・
児
童
委
員
は
国
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。
主
に

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
遠

慮
せ
ず
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
生
活
に
困
つ
て
い
る
世
帯
に

　
生
活
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

が
い
た
場
合
は
、
社
会
福
祉
事
務
所

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
申
請
手
続

き
に
つ
い
て
仲
立
ち
を
し
ま
す
。

　
ま
た
生
活
福
祉
資
金
の
利
用
者
に

つ
い
て
は
、
借
り
入
れ
申
し
込
み
か

ら
返
済
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
お
年
寄
り
・
お
年
寄
り
世
帯
に

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
在
宅
福
祉

事
業
（
車
イ
ス
・
ギ
ャ
ジ
ベ
ッ
ト
・

オ
ム
ツ
・
緊
急
通
報
装
置
貸
与
な
ど
）

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
利
用

者
と
社
会
福
祉
事
務
所
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
ま
す
。

■
障
害
者
の
人
に

　
身
体
障
害
者
や
精
神
薄
弱
者
の
世

帯
の
相
談
相
手
と
な
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
申
請
、
更
生
医
療
の
給
付
、

補
装
具
の
交
付
、
更
生
援
護
施
設
へ

の
入
所
な
ど
に
つ
い
て
社
会
福
祉
事

務
所
と
連
絡
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
合

70



　
9
7
）
…
四
日
町
1
・
2
・
3
・
4

小
川
英
二
（
尾
崎
智
5
7
1
8
0
1
6
）

　
…
四
日
町
中
原
、
五
軒
新
田
、
尾
崎

星
名
武
男
（
中
条
旭
町
盈
5
7
1
0
1
9

　
3
）
…
太
子
堂
、
中
条
旭
町

大
熊
ミ
チ
子
（
上
原
智
5
7
1
9
0
3
5
）

　
…
塚
田
、
中
条
八
幡
、
上
原
、
上
原

　
新
町

尾
身
範
子
（
旭
ケ
丘
智
5
7
1
8
5
6
1
）

　
…
旭
ケ
丘
、
上
町

岡
田
ト
シ
エ
（
中
町
智
5
7
1
2
6
1
3
）

　
…
背
戸
、
中
町
、
、
下
町

金
沢
信
平
（
中
条
島
盈
5
7
1
8
1
4

　
3
）
…
中
条
島
、
峠

佐
藤
和
人
（
北
原
盈
5
7
1
8
1
7
7
）

　
…
梅
沢
、
中
条
新
田
、
北
原
、
市
之

　
沢

池
田
マ
サ
子
（
轟
木
智
5
9
1
2
3
0
3
）

　
…
嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
池
谷
、
魚

　
之
田
川
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上
田
原

橋
本
貞
雄
（
新
水
智
5
9
1
2
0
5
2
）

　
…
新
水
、
宇
田
ケ
沢
、
中
条
菅
沼
、

　
山
新
田
、
小
貰
、
東
枯
木
又
、
西
枯

　
木
又吉

田
地
区
　
　
8
人

児
玉
藤
吉
郎
（
稲
葉
智
5
7
－
6
6
1

　
6
）
…
稲
葉
、
吉
田
山
谷

佐
藤
利
恵
（
小
泉
3
智
5
7
i
6
2
4

　
0
）
…
小
泉
1
・
2
（
西
浅
ケ
原
を

　
除
く
）
・
3

春
日
ハ
ル
エ
（
樽
沢
智
5
7
－
9
8
6
9
）

　
…
樽
沢
、
小
泉
2
（
西
浅
ケ
原
）

吉
沢
成
（
北
鐙
坂
1
智
5
7
1
6
6
4

　
O
Y
…
北
鐙
坂
1
・
2
・
3

斎
木
喜
平
治
（
南
鐙
坂
暦
5
7
1
6
9
1

　
5
）
…
南
鐙
坂

朝
日
芳
夫
（
高
島
1
盈
5
7
－
2
9
7
2
）

　
…
高
島
1
・
2

尾
身
益
雄
（
鉢
1
盈
5
7
i
O
6
2
9
）

　
…
鉢
1
・
2
、
中
手

小
海
勝
英
（
名
ケ
山
智
5
7
－
0
8
7
3
）

　
…
中
平
、
名
ケ
山

川
治
・
六
箇
地
区
1
6
人

遠
田
徳
（
川
治
上
町
2
暦
5

2
1
2
7

　
9
3
）
…
川
治
上
町
1
・
2
、
川
治

　
中
町

林
美
智
（
川
治
下
町
3
智
5
7
1
5
4

　
4
5
）
…
川
治
下
町
1
・
2
●
3

村
山
節
子
（
妻
有
町
東
1
智
5
7
－
4
9

　
9
3
）
…
妻
有
町
東
1
・
西
1
・
西

　
2
、
河
内
町

関
谷
ア
キ
子
（
川
治
内
後
費
5
7
1
4
2

　
5
4
）
…
川
治
内
後
、
谷
内
丑
1
・

　
2

宮
澤
東
四
郎
（
北
新
田
2
盈
52
－
3
3

　
2
2
）
…
北
新
田
1
・
2
・
3

小
林
哲
夫
（
城
之
古
東
町
a
5
7
i
5
7

　
6
6
）
…
城
之
古
1
・
2
・
3
、
城

　
之
古
東
町
、
塚
原
冊

徳
永
千
三
（
山
本
町
2
盈
5

2
i
2
6
2

　
8
）
…
山
本
町
1
・
2
・
ぎ
・
4
・

　
5

梧
澤
紀
子
（
寿
町
2
・
3
智
5
7
1
3
3

　
7
8
）
…
千
歳
町
、
寿
町
1
・
2
・

　
つ
」
　
・
　
4

桑
原
光
江
（
錦
町
1
智
5
7
1
9
0
0

　
1
）
…
錦
町
1
・
2
、
美
雪
町
1
・

　
2
・
3
、
桜
木
町

小
野
塚
キ
ユ
コ
（
高
山
3
智
5
7
1
4
5

　
2
2
）
…
高
山
2
・
3
・
4

千
原
紀
子
（
春
日
町
2
盈
5

2
1
3
9
3

　
9
）
…
春
日
－
・
2
・
3

柳
澄
男
（
高
田
町
4
盈
5

2
1
3
6
2

　
5
）
…
高
田
町
4
・
5
・
6

羽
鳥
孫
一
（
浅
之
平
智
5
7
1
1
7
9
7
）

　
…
関
根
1
・
2
、
浅
之
平
、
笹
之
沢

風
問
義
子
（
長
里
智
5
7
1
9
6
5
3
）

　
…
落
之
水
、
池
之
平
、
孕
石
、
椌
木
、

　
長
里

富
井
ス
ミ
（
六
箇
山
谷
暦
5
7
－
8
0
4

　
5
）
…
中
村
、
六
箇
山
谷
、
麻
畑

俵
山
正
之
（
ニ
ツ
屋
盈
52
1
4
2
2
7
）

　
…
田
麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
塩
ノ
又

下
条
地
区
　
　
8
人

近
藤
泰
男
（
上
新
田
1
暦
5
6
1
2
8
6

　
6
）
…
上
新
田
1
・
2
・
3
、
山
際

　
（
板
橋
）

樋
熊
忠
一
（
廿
日
城
智
5
5
1
2
0
1
1
）

　
…
上
新
田
4
、
廿
日
城
、
下
条
栄
町

佐
藤
キ
ヨ
（
岩
野
智
5
5
1
2
7
8
6
）

　
…
山
際
、
原
、
岩
野

丸
山
忠
（
下
条
中
央
通
り
智
5
5
1
2
3

　
3
3
）
…
下
条
中
央
通
り
、
桑
原
、

　
蟹
沢
、
野
田

保
坂
　
久
（
下
条
本
町
盈
5
5
1
2
0
0

　
1
）
…
下
条
本
町
、
貝
ノ
川

佐
藤
修
子
（
新
光
寺
暦
5
5
1
2
1
3

　
2
）
…
新
保
、
水
口
、
下
山
、
新
光

　
寺

村
山
豊
平
（
為
永
盈
5
5
1
2
2
8
0
）

　
…
為
永
、
山
根
、
仙
之
山
、
塩
野

水
落
郁
男
（
二
子
鱈
5
6
1
2
3
3
5
）

　
…
平
、
願
入
、
漉
野
、
慶
地
、
二
子

水
沢
地
区
　
　
1
3
人

富
井
ヨ
シ
（
水
沢
3
實
5
8
1
3
8
2
2
）

　
…
水
沢
1
・
2
・
3
、
珠
川

富
井
満
智
子
（
馬
場
2
實
5
8
1
2
0
6

　
3
）
…
馬
場
－
・
2
・
3
・
4

上
村
哲
男
（
太
田
島
2
暦
5

8
1
2
0
4

　
0
）
…
太
田
島
1
・
2
・
3

上
村
勝
三
郎
（
土
市
1
盈
5
8
1
2
8
3

　
4
）
…
土
市
1
・
4

樋
ロ
千
基
（
土
市
2
智
5
8
－
2
8
9

　
2
）
…
土
市
2

高
野
恒
善
（
土
市
5
暦
5
8
－
2
1
5

　
6
）
…
土
市
3
・
5

上
村
宇
一
（
新
宮
1
智
5
8
1
2
3
1

　
8
）
…
新
宮
1
・
2
、
幸
町

宮
澤
春
雄
（
伊
達
4
智
5

8
i
2
8
3

　
6
）
…
伊
達
1
・
2
・
3
・
4

宮
澤
禮
子
（
小
黒
沢
智
5
8
－
2
3
9

　
2
）
…
大
黒
沢
1
・
2
、
大
黒
沢
東
、

　
小
黒
沢

古
澤
カ
ツ
エ
（
安
養
寺
智
5
8
－
3
0
8

　
0
）
…
姿
1
・
2
、
安
養
寺

樋
ロ
一
平
（
大
石
智
5
8
i
3
9
2
3
）

　
…
水
沢
市
ノ
沢
、
中
在
家
、
大
石

桑
原
宣
一
（
鍬
柄
沢
智
5
8
1
3
6
3

　
4
）
…
当
間
、
漆
島
、
池
沢
、
野
中
、

鍬
柄
沢

保
坂
　
正
（
細
尾
盈
5
8
1
2
3
4
3
）

　
…
天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
、
南
雲

っ
た
制
度
を
見
つ
け
出
し
、
自
立
へ

の
手
助
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
母
子
・
寡
婦
・
父
子
世
帯
に

　
収
入
や
住
宅
、
教
育
、
仕
事
、
結

婚
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
事
務
所
と
連
絡
を
と
り
、
そ
の
人

に
合
っ
た
制
度
の
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
父
子
世
帯
に
対
し
て
は
生

活
実
態
を
把
握
し
、
衣
食
住
や
、
子

供
の
し
つ
け
・
教
育
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
に
の
っ
た
り
、
仕
事
や
結
婚

の
問
題
な
ど
の
助
言
も
行
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
も
い
ま
す

　
主
任
児
童
委
員
は
児
童
に
か
か
わ

る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当

区
域
の
民
生
・
児
童
委
貝
と
い
っ
し

ょ
に
な
っ
て
、
家
庭
や
地
域
、
学
校

等
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
そ

の
問
題
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
す

る
皆
さ
ん
で
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
主
任
児
童
委
員
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
．

　
高
橋
重
雄
（
高
田
町
2
智
5
2
1
2

5
6
7
）
根
津
貞
夫
（
新
座
－
智
5
7

1
6
7
1
0
）
堀
ゑ
つ
子
（
中
条
旭

ケ
丘
智
5
7
1
6
0
2
9
）
倉
本
美
代

子
（
美
雪
町
3
暦
5
7
1
4
6
3
3
）

田
中
伶
子
（
吉
田
山
谷
智
5
7
1
5
4

8
1
）
村
山
秀
子
（
為
永
盈
5
5
－
2

1
1
4
）
村
山
眞
（
土
市
3
智
5
8
1

3
2
6
0
）

”



l　

隅瞬

ふ
る
さ
と
妻
有

の
夢
を
語
る

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
レ
押
・
妻
有
郷

　
n
月
2
2
日
㈱
・
2
3
日
㈲
と
マ
ウ
ン
テ

ン
パ
ー
ク
津
南
K
A
G
A
N
で
、
「
広
域

連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
『
平
成
7
年
度
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
i
n
・
妻
有
郷
』
が
開
か
れ
、

延
べ
3
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
新
潟
県
と

妻
有
地
域
の
市
町
村
の
住
民
で
組
織
す

る
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行

委
員
会
が
主
催
し
、
十
日
町
地
域
ニ
ュ

ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
策
定
協
議
会
、

十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里

村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
な
ど
が
共
催

し
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
第
1
日
目
は
、
『
広
域
連
携

　
　
　
　
に
よ
る
地
域
づ
く
り
』
と
題

　
　
　
　
　
　
み
の
は
ら
け
い

　
　
　
　
し
た
蓑
原
敬
さ
ん
（
都
市
プ

　
　
　
　
ラ
ン
ナ
i
）
の
基
調
講
演
で

始
ま
り
ま
し
た
．

　
蓑
原
さ
ん
は
、
「
現
在
の
成
熟
化
し
た

時
代
に
は
、
独
自
性
を
主
張
し
た
固
有

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
地
域
の
人
自
身
が
主
体
と
な

地域への思いが語られたパネルディスカッション

り
、
若
者
の
意
見
を
生
か

し
、
話
し
合
い
の
上
で
決

ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は

全
員
で
向
か
う
と
い
う
ル

ー
ル
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
妻
有
地
域
に
は
ブ
ラ
ン

ド
産
の
米
が
あ
る
。
火
焔

形
土
器
が
出
土
す
る
縄
文

銀
座
で
あ
る
。
山
や
川
、

き
れ
い
な
自
然
の
財
産
が

あ
る
。
地
域
づ
く
り
と
な

る
素
材
を
連
携
し
な
が
ら

探
り
出
し
、
そ
れ
を
施
策

と
し
て
反
映
さ
せ
る
よ
う

に
関
係
機
関
へ
訴
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
『
地
域
づ
く
り
は
、
夢
づ
く

り
人
づ
く
り
か
ら
』
を
テ
ー
マ
に
、
平

山
征
夫
県
知
事
、
小
林
達
雄
さ
ん
（
国

学
院
大
学
教
授
）
、
藤
巻
秀
正
さ
ん
（
彫

刻
家
・
十
日
町
市
）
、
高
津
冨
士
男
さ
ん

（
農
業
・
川
西
町
）
、
小
見
美
晴
さ
ん
（
主

婦
・
松
之
山
町
）
の
5
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
「
地
域
づ
く
り
と
い
う

と
外
に
目
が
向
け
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

足
下
（
地
域
）
を
常
に
見
つ
め
な
が
ら

新
し
い
も
の
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
。
藤
巻
さ
ん
は
、
「
毎
日
の
生

活
に
満
足
感
が
あ
り
、
そ
の
日
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
明
日
に
つ
な
が
る
町
づ
く
り

が
基
本
で
あ
る
と
思
う
。
石
彫
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
、
会
員
の
作
品
を
展
示
す
る

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設
な
ど
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
提
案
し
ま

し
た
。

　
平
山
県
知
事
は
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意

見
を
集
約
す
る
形
で
、
「
県
内
に
は
1
4
の

広
域
市
町
村
圏
が
あ
る
。
里
創
プ
ラ
ン

は
圏
域
単
位
で
、
地
域
づ
く
り
の
振
興

策
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
人
間
の
要
求
は
生
き
が
い
を
満
た
す

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
自
然
に
触

郡
市
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
接
週
研
修
会

　
　
～
お
客
様
の
喜
び
は
私
た
ち
の
喜
び
～

　
1
1
月
2
2
日
㈱
、
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で

郡
市
内
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
の
従
業
員
を

対
象
に
、
接
遇
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
来
年
1
0
月
の
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
や
9
年
4
月

の
北
越
北
線
の
開
業
に
向
け
、
地
域
内

の
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の
向
上
を
図

ろ
う
と
、
十
日
町
市
観
光
協
会
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。

　
受
講
生
3
6
人
は
、
講
師
の
会
田
先
生

か
ら
、
身
だ
し
な
み
、
話
し
方
、
立
ち

振
る
舞
い
な
ど
基
本
的
な
接
遇
の
話
を

聞
い
た
後
、
襖
障
子
の
開
け
閉
め
、
美

し
い
歩
き
方
、
お
茶
の
出
し
方
な
ど
客

室
で
の
接
客
作
法
に
つ
い
て
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。しい歩き方の実技指導

獲
．

第
8
回
市
民
演
劇
ま
つ
り

　
　
～
4
団
体
が
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
～

　
n
月
2
3
日
㈲
・
2
6
日
㈲
の
両
日
、
市

民
会
館
ホ
ー
ル
で
「
第
8
回
市
民
演
劇

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

庄屋と美人の娘に鬼退治を頼まれる太郎

　
2
3
日
は
、
演
親
会
と
劇
団
御
の
字
が

出
演
し
ま
し
た
。
ふ
ん
ど
し
か
つ
ぎ
が

つ
ら
く
て
相
撲
部
屋
を
逃
げ
出
し
て
き

た
太
郎
が
、
地
蔵
様
か
ら
不
思
議
な
力

を
も
ら
い
、
鬼
退
治
を
す
る
と
い
う
内

容
の
「
ふ
ん
ど
し
か
つ
ぎ
と
地
蔵
さ
ま
」

を
上
演
し
た
演
親
会
は
、
い
つ
も
の
よ

う
に
妻
有
地
方
の
方
言
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
場
内
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
2
6
日
は
、
劇
団
ど
た
ん
ば
と

ご
　
　
　
く
　
　
　
ら
　
　
　
く

G
O
K
U
R
A
K
U
本
舗
が
出
演
し
、

両
日
と
も
た
く
さ
ん
の
演
劇
フ
ァ
ン
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ブ2



れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ほ
く
ほ

く
線
開
業
を
と
ら
え
た
場
合
に
、
で
は

地
域
の
自
然
と
文
化
を
ど
の
よ
な
財
産

と
す
る
の
か
、
活
用
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
助
言
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
第
2
日
目
は
6
つ
の
分
科

　
　
　
　
会
で
、
「
雪
に
こ
だ
わ
っ
た
地

　
　
　
　
域
お
こ
し
」
「
歴
史
・
芸
術
・

　
　
　
　
文
化
は
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

キ
ー
ワ
ー
ド
」
「
地
域
の
原
風
景
や
産
業

を
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
に
活
か
す
」
「
上
手

な
情
報
発
信
で
地
域
が
輝
く
」
「
何
か
が

き
ら
り
と
光
る
2
1
世
紀
の
地
域
農
業
」

「
地
域
づ
く
り
は
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
わ
れ
、

各
部
会
よ
り
雪
の
イ
ベ
ン
ト
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
よ
う
、
子
供
た
ち
の
郷
土

学
習
を
進
め
よ
う
、
情
報
発
信
は
外
向

け
と
内
向
け
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
等
、
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
前
日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
小

林
さ
ん
の
『
縄
文
の
心
』
と
題
す
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
、
「
遠
く
縄
文
の
人
た

ち
は
狩
猟
、
漁
労
、
採
集
の
生
活
を
自

然
と
共
生
し
な
が
ら
行
っ
て
き
た
。
全

国
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
遺
跡
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
文
化
が
あ
る
コ
こ
の
地
域
の
多

く
の
貴
重
な
遺
跡
を
、
ぜ
ひ
町
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

お
と
な
り
塩
沢
町

と
の
夢
を
語
る

地
域
交
流
と
道
路
整
備
懇
談
会

　
1
1
月
3
0
日
㈲
、
塩
沢
町
の
シ
ャ
ト
ー

テ
ル
一
本
杉
で
『
地
域
交
流
と
道
路
整

備
』
を
話
し
合
う
懇
談
会
が
、
十
日
町

市
と
塩
沢
町
の
主
催
（
県
土
木
部
、
六

日
町
土
木
事
務
所
、
十
日
町
土
木
事
務

所
の
協
賛
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　擁
　　　　　　　　　　齢　　繍
　　　　　　　　　“　　　　　　　　磁　　　　　　　　蟹
　　　　　　　蘂　　　　　　…騒　　　　　　難

辮灘懸㌦へv

　
同
懇
談
会
は
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ

て
期
待
さ
れ
る
、
十
日
町
市
と
塩
沢
町

の
交
流
の
可
能
性
を
提
案
す
る
と
と
も

に
、
早
期
開
通
の
必
要
性
を
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
こ
う
と
計
画
さ
れ
た

　
　
　
も
の
で
す
．

写真左から福島さん、丸山さん、池田さん

　
十
日
町
市
か
ら
は
池
田
耕
平

さ
ん
（
市
観
光
協
会
長
）
、
丸
山

秀
二
さ
ん
（
十
日
町
商
工
会
議

所
副
会
頭
）
、
福
島
け
い
子
さ
ん

（
繭
工
房
珠
川
代
表
）
の
3
人

が
、
塩
沢
町
か
ら
は
4
人
が
出

席
し
、
佐
久
間
・
六
日
町
土
木

事
務
所
長
の
司
会
で
話
し
合
い

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
十
日
町
市
と
塩
沢
町
は
昔

か
ら
米
づ
く
り
と
絹
織
物
と
い

う
共
通
項
を
持
っ
て
い
る
が
、

魚
沼
丘
陵
の
峠
が
交
流
を
阻
ん
で
き
た
。

大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
と
3
0
分

で
行
き
来
が
で
き
、
通
勤
・
通
学
圏
に

も
な
り
、
各
種
の
交
流
が
生
ま
れ
て
く

る
で
あ
ろ
う
し
、
両
地
域
を
つ
な
ぐ
観

光
ル
ー
ト
や
新
し
い
共
催
事
業
も
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
県

南
地
域
の
中
魚
沼
と
南
魚
沼
の
発
展
に

メ
リ
ッ
ト
を
及
ぼ
す
社
会
基
盤
整
備
の

工
事
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
ト
ン
ネ
ル
は
、
当
市
の
鍬
柄
沢
と

塩
沢
町
大
沢
山
を
結
ぶ
全
長
2
千
6
9

0
層
で
、
昭
和
61
年
度
か
ら
取
付
道
路

工
事
に
、
平
成
4
年
度
か
ら
は
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
着
手
し
、
6
年
度
か
ら
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
り
ょ
う

の
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
整

備
事
業
と
な
り
、
進
捗
率
3
3
％
、
貫
通

は
1
4
年
度
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

95

デ
ザ
イ
ン
マ
イ
ン
ド
フ
エ
ア

，

　
　
～
お
し
ゃ
れ
心
の
あ
る
ま
ち
十
目
町
～

　
1
1
月
2
3
日
㈲
～
2
6
日
㈲
の
間
、
ク
ロ

ス
ー
0
に
お
い
て
「
9
5
デ
ザ
イ
ン
マ
イ
ン

ド
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
「
江
戸
」
を
テ
ー
マ
に
市

内
の
き
も
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
制
作
し
た

デ
ザ
イ
ン
画
4
0
点
が
展
示
さ
れ
た
り
、

地
域
内
唯
一
の
絞
り
サ
ー
ク
ル
「
藍
・

遊
・
夢
」
展
が
開
催
さ
れ
た
り
し
て
多

数
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
3
日
（
初
日
）
に
は
「
き
も

の
」
と
「
お
し
ゃ
れ
」
と
「
江
戸
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
、
川
本
敦
久
氏
（
金
沢
美

術
工
芸
大
教
授
）
、
宮
崎
倉
治
氏
（
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
、
江
木

良
彦
氏
（
き
も
の
自
由
人
）
を
招
い
て

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　　　　　　タ
　　　　　　多

宮崎倉治氏によるスペシャル・ス

　す
～ワ
す』
こや

やか
か
っE
に　工

老C
い　コ
るH

たσ
め講
に
～演

　会

　
1
1
月
2
9
日
㈱
、
ク
ロ
ス
ー
0
に
お
い
て

「
す
こ
や
か
E
C
H
O
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
す
こ
や
か記念講演をする稲葉部長

エ
コ
i
推
進
員
制
度
が
発
足
し
た
こ
と

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
新
潟
県
環
境
保
健
部
長
・

稲
葉
氏
に
よ
る
記
念
講
演
に
続
き
、
関

口
陽
子
さ
ん
に
よ
る
「
す
こ
や
か
ト
ー

ク
＆
エ
コ
ー
体
操
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
公
民
館
で
は
、
す
こ
や
か
エ

コ
ー
体
操
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
、

30

分
物
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
持
参
し

た
人
に
は
体
操
の
音
楽
が
入
っ
た
テ
ー

プ
と
の
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

体
操
の
ビ
デ
オ
テ
r
プ
も
貸
し
出
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

73
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l麟　
蝋
＿
一

「十日町将棋愛好会』

　（会長＝古沢一夫） 　　　　はたす前列中央の伊藤果　（7段）プロを囲む会員

十日町将棋愛好会は昭和55年ごろから続いている同

好会です。現在会員は約50人（月極め会員15人、日極

め会員35人）いますが、そのメンバーたるや市内在住

の者はむろん、川西町、中里村、松之山町に住んでい

る人など多方面にわたり、職業も様々な集まりです。

でも将棋に対する情熱は皆さん共通で、（精神的に）若

い会員たちは日ごろから練磨を重ねながら少しでも強

くなって、並みいる強豪に勝つことを夢見ているので

す。競技会も年4～5回行っていますが、その日は大

会で盛り上がり、慰労会でも将棋の会話が弾み、飲ん

だ後も将棋を楽しむというぐあいに、一日中将棋に明

け暮れることになります。厳しいながらもそこには和

気あいあいとした楽しい将棋人生があるのです。

人生80年超時代となった今日、多様な趣味を持つこ

とは大切です。将棋を趣味の仲間に加えようと考えて

いる人はいらっしゃいませんか。初心者もベテランも

大歓迎です。ぜひ将棋会所（私たちは『道場』と呼ん

でいます）へどうぞ。天狗たちに挑戦してみてくださ

い。『道場』は山本4地内、車庫の2階を借りてやって

．います。詳しいことは暦52－2308（道場）または智57

－6849（古沢一夫）までどうぞ。

土・日曜は午後1時30分ごろから（特に土曜日は夜

8時からの部もあり）、平日は午後2時ごろ（不在の場

合あり）からやっています。

熱戦続く将棋道場

　
あ
っ
さ
り
し
た
味
付
で
、
秋
野
菜
が

豊
富
に
と
れ
ま
す
。
肉
や
魚
・
ナ
ベ
料

理
の
後
で
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
五
目
な

ま
す
を
食
べ
る
と
ま
た
食
欲
が
出
ま
す
。

　
ま
た
、
お
茶
受
け
に
も
さ
っ
ぱ
り
と

し
て
い
て
喜
ば
れ
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
大
根
・
人
参
は
4
～
5
㎝
の
長
さ
に

　
千
切
り
し
、
さ
っ
と
ゆ
で
て
水
に
さ

　
ら
し
て
あ
げ
る
。

②
れ
ん
こ
ん
は
い
ち
ょ
う
切

　
り
に
し
、
酢
水
に
さ
ら
し

　
て
ザ
ル
に
あ
げ
る
。

　
し
て
石
づ
き
を
取
り
千
切

　
り
に
す
る
．

④
し
ら
た
き
は
熱
湯
で
ゆ
で
、

　
4
～
5
㎝
の
長
さ
に
切
る
。

ん
）

　
　

さ
3
5

竹
ヨ

　
5
7

　
智

　
　

玉
葉

日
し
備

ロ
ン

　　や
臨ま

　　な
蔑会
す吉

　　町
め喪

　　生
メ護

　　善
　一推・一9進

　　委

啄
善
推
進
委
員
協
議
会
）

　
ん
ら
た
本
　
　
④
　
　
…

　
こ
し
い
ー
｝
油

　
ん
・
し
…
…
殊
　
ま

　
蝦
枚
干
り
糖
じ
　
ご

分
弟
器
紹
臨

砿
㎎
油
凹
杖
龍
盈
ロ
諮
欣

〉
珊
鵬
面
圏
吠
切
諮
姫
酋

料
根
各
き
…
油
さ
…
り
々

材
大
…
た
け
正
大
酒
み
少

く⑤
油
揚
は
油
を
抜
き
、
袋
を
開
い
て
二

　
つ
割
り
に
し
て
切
る
。

⑥
き
ゅ
う
り
は
4
～
5
㎝
の
長
さ
に
切

　
り
、
塩
も
み
し
て
洗
う
。

⑦
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
そ
の
中
に

①
～
⑤
を
入
れ
て
手
早
く
い
た
め
、

　
④
の
調
味
料
を
加
え
る
。
お
ろ
す
直

　
前
に
み
り
ん
を
加
え
る
。

⑧
具
が
冷
め
た
ら
き
ゅ
う
り
を
混
ぜ
合

　
わ
せ
、
ご
ま
油
、
酢
を
加
え
る
。
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該

⑭高山保育園

噸
議
鷺
、

忽，〃・

新
ク禽

　　ゆう　た
平野雄大くん

　（6歳）

　保育所の友達と積木遊びをし

ているところだよ。みんなでひ

みつ墓地を作っているんだ。ほ

かにもいろいろ作れるんだよ。

瞬，

舞

　ゆりあ半戸友梨亜ちゃん

　（6歳）

　保育所のホールでドッヂボー

ルをしているんだよ。男の子に

だって負けないように￥もっと

練習してじようずになりたいの。

ALTerhative♂
　　　　藩1，『－　　　Aaron　Peters（エアロン・ピータース）

　　　This　is　the　third　American　holiday　that　has　come　and

gone　since　I　have　been　in　Japan，but　it　has　been　the　most

important．In　the　US，Thanksgiving　Day　is　a　time　for　getting

together　With　a　group　of　people，eating　a　huge　meal，and　faIIing

asleep　in　front　of　the　TV．It　is　a　day　for　relaxing　and　watching

footba”，although　I　doubt　that　my　mother　would　agree（she
makes　the　meal），Bりt　most　of　a”，it　is　a　time　for　spending　with

friends　and　family．This　has　been　the　first　Thanksgiving　l　have

ever　spent　away　from　my　family，and　it　has　made　me　think

about　what　this　day　is　reaIly　about．The　meaning　of　Thanks－

giving　today　is　much　different　from　the　meaning　of　the　first

Thanksgiving．When　the　first　settlers　came　to　America，they
found　that　the　foods　they　were　used　to　farming　would　not
grow　in　the　new　country’s　soiI．Realizing　that　they　wouId　not

have　enough　food　to　get　them　through　the　harsh　Massa－

chusetts　winter，the　Native　Americans　showed　the　settlers

how　to　grow　corn，which　would　eventuaIly　see　them　through
the　snowy　months．In　thanks　for　this　knowledge，the　settlers

prepared　a　feast　to　share　with　the　Indians、This　was　the　first

Thanksgiving　Dinner．This　Thanksgiving，as　I　sat　with　the　other

Chuetsu　ALT’s，eating　curry　and　rice，l　was　Ieft　thinking　about

what　Thanksgiving　rea”y　means（醤was　also　Ieft　very　hungry）．

　国本に来《懸趨3つめの緩メ》毒の祝田（玉1月23田）が過ぎまし
だ炉、今團のは特に犬切な祝厨驚した。アメ囎力では、感謝祭はみ
んなが集まっ《むちそうを食べ、そしてテ膨ビの前矯屠眠りをして
過ごすと瞬う日です。その国は家でゆっくりしながらテレビで’フッ
ト濃一ルを観る日、と書うと母は賛成しないかもしれませんが。（料

理担当なので〉しかし何よゆも、この日は家族や友達と過ごすのが
大切なのです。家族老離れ《感謝祭を過ごしたのほ初めてだったの
で、この日が本当は何の日だっだのかを改めて考えさせられましだ。

現代の感謝祭の意味は最初のものとはだ糖ぶ違っています。最初の
移住者が、今まで育ててきた作物がアメリカの土驚は育たな願こと
に気醤き、厳し糖マサチューセッツの冬をのりきれるかと不安にな
り始めた時、アメ1耀先住昆鰹ンディアン〉がとうもろこしの作
り方を教えてくれ、降雪期催も蓄え《おけるようになったのです．
この教えに感謝して、移民たちがインディアンと分かち合って食べ
尋ごちそうを作ったのが最初の感謝祭の食事です。今年の感謝祭は、

中越地区のALTと力膨一ライスを食べて終わっだので、感謝祭の
本当の意蕨って何だろうと考えながら過ごしたのでした。（それに
とても空腹な蕊田でした）

β㌧
璽
G
4

藤
木
マ
ス

　
私
は
東
枯
木
又
で
五
人
兄
妹
の
三
番

目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も

上
に
一
人
、
下
に
二
人
い
た
の
で
す
が
、

幼
い
と
き
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
昔
は
栄
養
失
調
み
た
い
な
赤
ん
坊

は
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
家
が
貧
乏
だ
っ
た
の
で
小
学
校
を
卒

業
し
て
埼
玉
県
の
製
糸
工
場
に
働
き
に

行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
四
年
間
勤
め
、

十
日
町
の
田
中
町
の
機
屋
で
住
み
込
み

の
ご
飯
し
を
し
ま
し
た
。
当
時
の
機
屋

は
、
工
場
の
人
も
み
ん
な
住
み
込
み
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
働
い
た
お
金
は
、

ど
の
人
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
自

分
の
こ
ず
か
い
銭
を
取
っ
て
、
あ
と
は

み
ん
な
家
に
仕
送
り
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ん

（
轟
木
・
82
歳
）

、
．
◎

　
二
十
五
歳
の
と
き
お
嫁
に
来
ま
し
た
。

来
た
ば
か
り
の
と
き
は
、
小
学
校
卒
業

　
　
　
　
こ
う
ば

後
ず
っ
と
工
場
勤
め
だ
っ
た
か
ら
、
お

百
姓
仕
事
が
分
か
ら
な
く
て
、
家
の
衆

に
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
出
機
は
、

せ
が
れ
が
嫁
さ
ん
を
も
ら
っ
て
、
嫁
さ

ん
が
出
機
を
織
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

昭
和
四
十
五
年
に
や
め
た
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
か
ま
　
　
く
わ

　
私
は
外
で
鎌
や
鍬
を
持
っ
て
外
で
仕

事
を
す
る
こ
と
と
、
あ
ん
ま
り
遠
く
な

い
所
に
旅
行
す
る
こ
と
が
好
き
な
ん
で

　
　
　
　
　
　
ひ
ざ
　
　
　
こ
か
ん
せ
つ

す
。
外
仕
事
は
膝
と
跨
関
節
を
悪
く
し

て
し
ま
っ
た
ん
で
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
湯
治
と
東
京
に
い
る
子
供
た
ち
の

所
に
行
く
の
は
続
け
て
い
ま
す
。
今
年

三
月
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
次
の
日
、

東
京
の
娘
の
所
へ
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

娘
の
亭
主
の
乗
っ
た
電
車
の
一
本
後
が

被
害
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
今
の
楽
し
み
は
、
羽
根
川
荘
や
三
好

の
湯
に
行
っ
て
、
な
に
も
か
も
忘
れ
て

ば
か
っ
話
を
す
る
こ
と
か
な
。
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市
役
所
は
盈
5
7
－
3
7
7
7

顎
馨
5
麟
登

北
越
急
行
㈱
社
員
募
集

■
職
種
・
募
集
人
員

電気
技術

経理
事務

総務
事務

職種

2太 1人 1戴 人数

信電
あ気

鰐
に
蕾
箪
霧
編

す経
o理関

係
業
務
に
従
事
し
ま

す総
◎務関

係
業
務
に
従
事
し
ま

主
な
職
務
内
容

※
必
要
に
応
じ
他
職
種
に
従
事
さ
せ
る
場
合

　
あ
り
。
（
入
社
日
H
平
成
8
年
4
月
1
日
）

■
資
　
格
　
①
原
則
と
し
て
平
成
8
年

　
4
月
1
日
現
在
で
4
0
歳
末
満
で
あ
る

　
こ
と
②
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
こ
と
③
総
務
及
び
経
理
事
務
は

　
1
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者

■
受
付
期
問
　
1
2
月
1
8
日
㈲
～
平
成
8

　
年
1
月
1
9
日
働
（
最
終
日
の
消
印
有

　
効
）

□
待
　
遇
　
基
本
給
”
年
齢
、
経
験
年

　
数
等
を
勘
案
し
決
定
（
参
考
H
3
0
歳

　
で
2
0
6
、
0
0
0
円
程
度
）
、
そ
の

他
諸
手
当
有
り

■
申
し
込
み
　
受
験
申
込
書
（
地
域
開

　
発
室
に
あ
り
ま
す
）
を
北
越
急
行
㈱

　
総
務
課
（
〒
蜘
新
潟
市
新
光
町
4
番

　
地
1
県
庁
交
通
・
資
源
対
策
課
）
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
開
発
室
北
越
北

　
線
対
策
係
（
智
内
線
朧
）
へ
。

手
数
料
が
改
正
壼
れ
ま
す

　
戸
籍
・
除
籍
等
の
料
金
が
1
月
1
日

か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

種
　
　
　
　
　
類

現
行

改
定
額

戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本
1
通

4
0
0
円

4
5
0
円

除
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本
1
通

7
つ
o
円

7
5
0
円

戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
・
証
明
事
項
1
件

3
0
0
円

3
5
0
周

除
籍
の
記
載
事
項
証
明
・
証
明
事
項
1
件

4
0
0
円

4
5
0
円

届
書
の
受
理
等
の
証
明
書
1
通

3
0
0
円

3
5
0
円

令
5
号
た
だ
し
書
の
証
明
書
1
通

－
、
3
0
0
円

－
、
4
0
0
円

届
書
等
の
閲
覧
　
　
書
類
1
件

3
0
0
円

3
5
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民
係
（
盈

内
線
㎜
）
へ
。

家
屋
の
取
り
壌
し
や

　
　
　
異
勤
は
手
纏
壼
准

■
対
　
象
　
①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
り
壊
し
た
人
　
②
未
登
記
家

屋
（
法
務
局
に
登
記
し
て
い
な
い
建

物
）
で
、
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど

　
で
異
動
が
あ
っ
た
場
合
等
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係

　
（
智
内
線
m
・
m
）
へ
。

登
記
地
目
『
囲
』
庵
囲
と
し
℃

利
周
し
て
い
な
い
人
は
属
患
雀

■
対
　
象
　
①
登
記
地
目
が
田
で
、
現

況
は
転
作
な
ど
で
永
年
作
物
（
植
林
・

果
樹
・
ア
ス
パ
ラ
）
が
植
え
ら
れ
て

　
い
る
土
地
　
②
水
田
を
放
棄
し
、
今

後
も
水
田
と
し
て
耕
作
で
き
な
い
状

態
（
か
ん
が
い
・
た
ん
す
い
設
備
が

　
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
用
水
利
用
が
困

　
難
な
状
況
）
の
土
地
。
た
だ
し
の
水

　
田
と
し
て
復
旧
で
き
る
形
態
で
、
現

　
況
を
畑
な
ど
に
し
て
い
る
土
地
や
す

　
で
に
届
け
出
し
た
も
の
は
除
く
。
（
届

　
け
出
に
は
、
田
の
地
番
を
把
握
し
、

　
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

工
業
統
欝
調
蚕

　
1
2
月
31
日
現
在
で
「
平
成
7
年
工
業

統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
1
2
月
下
旬
に
調
査
員
が
、
調
査
票
の

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
製
造
業
を
営
む
事
業
所

■
調
査
内
容
　
事
業
所
名
、
従
業
者
数
、

　
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
等

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
統
計
係

　
（
盈
内
線
謝
）
へ
。

年
末
隼
蛤
は

市
の
業
務
瑳
休
み
ま
す

市
役
所

12

月
2
9
日
㈹
～
1
月
3
日
㈱
ま
で
、
平
常

業
務
を
休
み
ま
す
。
た
だ
し
、
市
民
課
・

税
務
課
・
保
健
衛
生
課
・
会
計
課
の
窓
日

は
2
9
日
㈹
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
1
5
分
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

公
民
館

12

月
2
9
日
㈹
～
1
月
3
日
㈱
ま
で
休
館

し
ま
す
。

博
物
館

12

月
2
7
日
㈱
～
1
月
4
日
内
ま
で
休
館

し
ま
す
。

総
合
体
青
館

武
道
館

市
民
体
育
館

12

月
2
9
日
㈹
～
1
月
3
日
㈱
ま
で
休
館

し
ま
す
。

冬
休
お
短
期
水
詠
教
窒

■
と
　
き
　
1
2
月
2
3
・
2
4
・
2
5
・
2
6
・

28
日
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

た
だ
し
、
2
4
日
㈲
は
午
後
1
時
～
3

時
（
バ
ス
が
出
ま
せ
ん
）

■
料
金
会
員
H
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
一
般
”
6
、
5
0
0
円

■
申
し
込
み
　
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
費
58
－
3
3

4
3
）
へ
。

・
・
ゾ
緊
”

＾
鴫
ぐ
ワ
’

　
今
回
は
、
E
C
H
O
（
エ
コ
i
）
の

「
C
」
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
吉
田
地
区
で
は
、
平
成
6
年
5
月
か

ら
「
お
達
者
会
」
と
い
う
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
を
対
象
に
、

一
日
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
い
う
集
ま
り

を
月
1
～
2
回
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め

は
、
保
健
所
や
保
健
衛
生
課
、
公
民
館

が
計
画
準
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

や
地
区
振
興
会
の
応
援
に
ま
で
輪
が
広

が
っ
て
、
今
や
「
吉
田
地
区
の
お
達
者

会
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
2
5
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
9
人
、
振
興
会
の
支
援

に
ま
で
至
っ
た
秘
訣
を
、
南
鐙
坂
の
丸

山
ハ
ツ
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

　
お
達
者
会
に
参
加
し
て
、
初
め
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
時
感
じ
た

こ
と
は
、
参
加
者
の
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
で
し
た
。
朝
来
た
時

の
、
あ
の
い
い
笑
顔
と
、
は
ず
ん
だ
声

で
の
あ
い
さ
つ
で
、
一
日
の
楽
し
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
月
1
～
2
回
で
は

足
り
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
回

か
会
っ
て
い
る
う
ち
に
、
心
を
開
い
て

昔
の
こ
と
や
、
自
分
の
こ
と
を
話
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ

る
日
の
朝
、
あ
い
さ
つ
を
か
ね
て
そ
れ

ぞ
れ
の
若
か
り
し
こ
ろ
の
初
恋
談
義
を

や
っ
た
の
で
す
が
、
．
一
生
懸
命
話
し
て

い
る
姿
、
目
の
輝
き
が
と
て
も
楽
し
そ

う
で
し
た
。
ま
た
、
夏
の
会
で
、
チ
マ

キ
作
り
を
や
っ
た
と
き
で
す
が
、
自
分

た
ち
の
出
番
と
ば
か
り
、
目
を
キ
ラ
キ

ラ
さ
せ
な
が
ら
作
っ
て
い
る
姿
は
、
私

た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
タ
ッ
フ
が
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
参
加

者
は
「
自
分
は
話
を
し
た
い
け
ど
、
心

よ
く
聞
い
て
く
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
だ
け

ど
、
感
じ
や
す
い
人
た
ち
な
ん
だ
な
と

思
い
、
私
と
し
て
は
「
き
く
耳
」
を
持

つ
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
の
見
直
し
が
大
切

　
福
祉
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
高
齢
者

や
自
宅
療
養
の
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
な
れ
ば
住
み
慣
れ
た
家

と
地
域
に
、
住
み
続
け
る
こ
と
が
一
番

だ
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、

現
実
は
介
護
し
に
く
い
住
宅
だ
っ
た
り
、

身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
介
護
す
る
側
、

さ
れ
る
側
も
ク
タ
ク
タ
だ
っ
た
り
し
ま

す
。
自
宅
は
生
活
の
基
盤
で
す
。
そ
こ

に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
は
、
高
齢
化
社
会
の
福
祉
に
お
け

る
前
提
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
少
し
で
も
お
年
寄
り

に
笑
顔
で
接
し
、
一
声
か
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

76
十日町都市計画道路及び緑地の変更を告示し、縦覧します。

ロと　き　12月20日㈱　　　量ところ　市役所建設課都市計画係

ロ聞い合わせ　建設課都市計画係（盈内線252・253）へ。
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蟹
催
　
　
し
畠

第
即
圃
十
臼
爾
雪
濠
つ
り

　
　
　
　
　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

■
と
　
き
　
1
2
月
1
6
日
㈹
午
後
6
時
～

　
　
　
　
　
（
受
付
は
5
時
3
0
分
～
）

■
と
こ
ろ
　
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

ロ
入
場
料
　
3
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
よ
し
な
み
は
く
し
ゅ
う

■
ゲ
ス
ト
　
美
波
伯
周
さ
ん
（
作
曲
家
）

　
ほ
ん
だ
ま
さ
よ

　
本
多
雅
代
さ
ん
（
9
5
キ
リ
ン
生
ビ
ー

　
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
）

■
内
容
雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
の
発

　
表
、
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
出
演
タ
レ
ン

　
ト
・
企
画
概
要
の
発
表
、
ゲ
ス
ト
に

　
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
お
楽
し
み

　
抽
選
会
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　
雪
ま
つ
り
事
務
局

　
（
ク
ロ
ス
ー
0
盈
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

第
噛
圃
帝
罠
書
靭
大
禽

　
十
日
町
市
書
道
協
会
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
か
ら
書
の
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
た
め
、
第
一
回
市
民
書
初

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
平
成
8
年
1
月
2
1
日
㈲

　
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
（
受
付
は
午

　
前
9
時
～
）

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー
ル
）

■
参
加
費
　
大
人
（
高
校
生
を
含
む
）

　
”
1
、
0
0
0
円
、
小
・
中
学
生
”

　
5
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

■
課
　
題

応
募
者

課
題

罵
　
　
　
　
紙

外
1
．
2

ノ

ゆ
　
　
き

児
童
用
書
初
用
紙

　
　
（
69
×
1
7
㎝
）

協
会
支
給
の
清
書
用
紙

（
5
枚
）
を
使
用

小
　
3

お
正
月

小
　
4

雪
祭
り

小
　
5

雪
国
の
春

小
　
6

新
春
の
朝

中
　
1

着
物
文
化

中
2
・
3

将
来
展
望

　
（
行
書
）

大
　
人

（
高
校
生
）

自
　
　
由

画
仙
紙
半
切

　
　
（
駕
×
3
5
㎝
）
以
内

各
自
持
参
の
用
紙
を
使
用

■
申
し
込
み
　
岩
田
武

ー
2
4
6
8
）
へ
。

（
本
町
6
盈
5
7

頓
俸
實
・
ス
ポ
5
り
畠

第
”
画
十
目
爾
・
新
雪

ジ
箋
ギ
ン
グ
マ
う
ソ
ン
大
禽

■
と
　
き
　
1
月
2
日
㈹
午
前
1
0
時
開

　
会
式
（
受
付
は
8
時
3
0
分
～
）

■
集
合
場
所
　
十
日
町
中
学
校

■
種
目
　
3
㎞
・
5
㎞
・
1
0
㎞
・
ハ

　
ー
フ
（
2
1
・
0
9
7
㎞
）
、
性
別
・
年

　
齢
制
限
な
し

■
参
加
費
　
一
般
2
、
0
0
0
円

　
高
校
生
以
下
”
1
、
0
0
0
円

■
申
し
込
み
　
1
2
月
2
0
日
㈱
（
当
日
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
住
所
・
氏

　
名
を
記
入
し
た
返
信
用
ハ
ガ
キ
と
参

　
加
費
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
現
金

　
書
留
で
、
大
久
保
善
雄
（
新
座
1
・

　
智
5
7
1
8
6
3
8
）
か
総
合
体
育
館

　
（
盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

田交通安塗キャンペーン

■年末の交通事故防止運動

　　　～12月11日（月）から12月31日（日）～

飲酒運転を　　　　　　　　　　努・・
追放しましょう。　Q9“o’　尋）、

みんなで注意して蟹磁宅亨嬉
明るい年末年始を、　　　　　Ψ、
　　　　　　　　　　　〃ノ　　・
迎えましょう。　1画　川

11月中の交通事故発生状況（）は累計

撫　鯨　械 発生僻数 負傷者数 死者数

十日町市
平成7年 29（190） 32（215） 0（5）

平成6年 24（192） 27（225） 0（6）

川西町
津南町
中里村

平成7年 11（117） 11（134） 0（5）

平成6年 10（104） 10（116） 0（2）

計
平成7年 40（307） 43（349） 0（10）

平成6年 34（296） 37（341） 0（8）

　　　　　11月24日しD午後6時20分ご
　　ユ’瓢　　　ろ、市内南新田町3丁目地内
　舞　　　　　において、56歳男性が道路横

　　　　断中、21歳男性の運転する軽ラ

イトバンにはねられて、頭部等に重傷を

負うという重大事故が発生しています。

※歩行者も夕暮れから夜にかけて、車の

　運転者からは発見しにくくなりますの

　で、どちらも充分注意しましょう。

膿月璽目は
世雰工イズデーでトした

　エイズに関する相談は、お気軽に十日町

保健所（盈57－2400）へ。

有
害
環
境
浄
化
市
民
総
決
起
大
会

　
　
～
青
少
年
の
健
全
育
成
に
市
民
の
力
結
集
～

　
n
月
2
8
日
㈹
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で

県
内
初
の
「
有
害
環
境
浄
化
市
民
総
決

起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
4
0
0
人
を

超
え
る
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
こ

数
年
県
内
で
も
興

味
本
位
に
テ
レ
ホ

ン
ク
ラ
ブ
や
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ

ル
な
ど
を
使
っ
た

青
少
年
の
性
犯
罪

が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
官
民

い
さ
つ
し
た
後
、
本
間
十
日
町
警
察
署

長
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
間
署
長
か
ら
は
、
県
内
・
市
内
の

一
体
と
な
っ
て
そ
の
防
止
に
努
め
よ
う

と
、
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
西
野
市
民
会
議
議
長
が
、
「
市
内
の
有

害
環
境
の
排
除
は
市
民
の
手
で
」
と
あ

あいさつに立つ西野市民会議議長

合
会
副
会
長
が

ド
自
動
販
売
機
の
設
置
に
、

さ
な
い
、
置
か
せ
な
い
」

宣
言
（
案
）
を
朗
読
し
、

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
非
行
の
状
況
や

最
近
の
非
行
の
特
徴
と

し
て
、
①
万
引
き
を
遊

び
感
覚
で
や
る
　
②
ご

く
普
通
の
子
供
が
や
っ

て
い
る
　
③
低
年
齢
化

④
女
子
の
非
行
が
増
加

し
て
い
る
、
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
市
川
愛
子

市
小
中
学
校
P
T
A
連

「
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
カ
ー

　
　
　
　
　
土
地
を
貸

　
　
　
　
な
ど
三
つ
の

　
　
　
　
全
員
の
拍
手

J
A
十
目
町
市
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
1
4
基
寄
贈

　
1
1
月
21
日
㈹
市
長
室
に
お
い
て
、
十

日
町
市
農
業
協
同
組
合
（
小
林
組
合
長
）

か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
1
4
基
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
毎
年
、
新
潟
県
生
命
共
済
農

業
協
同
組
合
が
十
日
町
市
農
業
協
同
組

合
を
通
じ
市
に
贈
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

過
去
に
交
通
安
全
指
導
車
や
行
政
無
線

な
ど
も
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
、
地
域
要
望
の
あ
る
所

な
ど
に
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

目録を手渡す小林組合長

12月28日㈱は午後1時まで営業。1月2臼㈹・3日㈱は、午前10時～午後
3時の間、物産ホール・喫茶コーナーのみ営業。

　1月4日㈱からは通常営業（雫前9時～午後5時）となります。
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H

ryo
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑯

hi5

き
き

飢
鐘
に
備
え
鞄
灘
羅
灘

騰
墜
繍
灘
罰

目酬

　
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
始
ま

る
凶
作
と
飢
鐘
は
天
明
・
天
保
の
飢

饅
に
匹
敵
す
る
大
飢
饅
で
し
た
。

　
同
六
年
、
代
官
所
に
願
い
出
て
乞

食
札
を
も
ら
い
受
け
た
窮
民
は
ち
ま

た
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
ー
こ
の
窮
状
を

伝
え
聞
い
た
江
戸
の
越
後
屋
が
妻
有

の
窮
民
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
た

こ
と
は
以
前
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
飢
饅
を
予
測
し
た
十
日
町
組

の
大
割
元
関
口
庄
右
衛
門
は
、
五
年

二
月
、
村
々
の
庄
屋
に
、
す
べ
て
の

者
が
一
日
一
回
は
粥
を
食
べ
る
よ
う

勧
め
、
「
近
年
は
ぜ
い
た
く
に
な
っ
て

き
た
が
倹
約
は
恥
か
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
自
分
も
今
日
か
ら
毎
日
粥
を

食
べ
る
覚
悟
で
あ
る
」
と
手
紙
を
送

っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
飢
饅
の
教
訓
を
い
か
し
て
庄

右
衛
門
は
、
宝
暦
十
年
「
年
来
の
志

願
」
で
あ
る
と
し
て
「
万
年
籾
」
の

貯
穀
を
有
志
に
提
案
し
、
自
ら
も
二

〇
石
の
籾
を
拠
出
し
ま
し
た
。
村
々

の
有
志
に
折
衝
し
た
の
は
新
座
村
庄

屋
村
山
林
右
衛
門
と
山
本
村
庄
屋
梧

沢
勇
助
で
す
。
有
志
は
い
ず
れ
も
地

主
・
村
役
人
二
二
人
で
す
。
庄
右
衛

門
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た

籾
は
二
一
六
石
で
し
た
。

　
こ
の
籾
の
管
理
は
庄
右
衛
門
が
代

表
し
て
支
配
し
ま
す
が
、
す
べ
て
は

庄
屋
の
寄
り
合
い
で
取
り
仕
切
る
も

の
で
あ
る
と
し
、
自
ら
筆
を
と
っ
て

「
万
年
籾
定
め
証
文
帳
」
を
書
き
あ

げ
、
組
内
村
々
の
全
庄
屋
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
万
年
籾
の
運
用
は
、
毎
年
各
村
へ

貸
付
高
を
示
し
、
秋
の
収
穫
後
に
一

割
の
利
息
籾
を
加
え
て
返
済
す
る
定

め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
　
一
人
暮
ら

し
の
弱
者
や
極
貧
者
な
ど
に
は
、
村

役
人
が
実
情
を
調
べ
、
与
え
き
り
や

無
利
息
に
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
樽
姦
多

一
曇

一
初
舅
海

一
b
耀
潅
．

一
揖

て
菱

一
舞

一
竹
磨

一
屡

一
羅
劣

一
．
脚
髪

一
ロ
裟

一
ロ
劣

’
ロ
鑑

1難灘難灘幾
万年籾定め証文帳

㊥、

　
　
響
繍
■
、
　
拳
．
．

購

鎌
灘
圭
　
　
・
，
．
㎜
　
　
　
・
醸

　
　
麹
難
蝋
醗
，
、
麟
、

繍
懸
麟
跳
，
購
灘

　
　
　
　
　
　
＾
灘
　
　
灘
灘
．
蹴

．
灘
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1　　　　　　　　　この季節になると、林の木々はほとんどが葉

1　　　　　　　　　を落とし、常緑樹の緑がひときわ目立ちます。

藝　　　　　　　　　しかし、林の中を歩いてみると、重そうに首を

1垂れていた稲穂や熟したアケビのように、実をぶらさげたままの木々

叢をいたる所で見ることができます。タニウツギの黒っぽい実のよう
1　　　　　　、伊
嚢に天を突き刺すよっに上を向いているものもあります。
嚢

鑑難1三鱗藤驚1奮聾難
嚢は、況こ多く薪1こなるとv、う意味から縷です．建材器具材等1こ

馨
顯
　
鑑
　
繁
鷺
聾
　
馨
繍

一
購董翻翻競灘

は、沢に多く

使われます。

　　　融囎鞭簡講

　　　　　　　　　紙　　　　　　　表　　　　鐙　　翻彗

　表紙の写真は数年前の冬、まだ開

発の手が入らない珠川台地（現在の

ファームゾーン上）を撮影したもの

です。一面の銀世界、その上に点々

と見える足跡は一野ウサギ、タヌキ、

それともキツネ。十日町には、こん

な自然がたくさん残っています。

　いま着々と工事が進行している当

間高原リゾートでは、こんな珠川台

地の自然と共生しようと、小動物や

植物の生態に配慮した開発を行って

います。

　また、冬の魅力は何と書っても雪。

一面の銀世界が生み出す魔力は、見

る人の心をとらえて放しません。冬

の魅力を全面に出したリゾート地づ

くりも、当閥高原》ゾートの特轍で
す。

市の動き
（鋼月宋臼現荏）

菊，57β入（前欝比網4）

22，433人（刀　一2）

23，斜5入（ガ　網6）

㈱醗難繋講）羅2，糊2

□
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．
数
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編
集
後
記
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□
昨
夜
5
日
、
民
放
で
「
い
じ
め
、
子
ど

も
た
ち
の
S
O
S
」
と
い
う
番
組
が
あ
り

ま
し
た
。
先
日
の
県
内
中
学
生
の
自
殺
の

出
来
事
に
よ
り
放
映
さ
れ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
“
い
じ
め
”
を
防
止
す
る
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
本
や
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
上
な
い
悲
惨
な
出
来
事

が
各
地
で
報
じ
ら
れ
る
今
日
、
各
種
対
処

法
を
実
践
・
努
力
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ

と
で
す
が
、
一
方
、
昨
年
起
き
た
愛
知
県

の
中
学
校
長
の
「
そ
の
後
、
教
師
と
生
徒

で
対
策
を
講
じ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
い
じ

め
に
対
し
て
特
効
薬
は
な
い
の
で
は
」
と

い
う
言
葉
に
、
真
剣
に
子
供
た
ち
に
毎
日

接
し
て
い
る
教
師
と
し
て
の
苦
悩
を
感
じ

ま
し
た
。
十
人
十
色
、
持
っ
て
生
ま
れ
た

人
格
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
最
良
の
特

効
薬
は
一
番
身
近
な
親
と
子
の
触
れ
合
い

の
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
。
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